二の 頃 小学校の 門 (八 級 制度の 頃) を卒 えて、 それ か 

ら 今の 東京 府立 第 一 中学 —— 其の 頃 一 ッ 橋に 在った I 

I に 入った ので あるが、 何時も 遊ぶ 方が 主にな つて、 

勉強と 云う 勉強 はしなかった。 尤も 此 学校に 通って 

いたの は 僅か 二三 年に 止リ、 感ずる ところがあって 

みず か ひ しま いわ 

自ら 退いて 了った が、 それに は 曰くが ある。 

此の 中学と いうの は、 今の 完備した 中学な どと は 全 

然異 つていて、 その 制度 も 正則と、 変則との 二つに 分 

れ ていたの である。 

ば 力 すべ 

正則と いうの は 日本語 許りで、 普通 学の 総て を 教授 

された ものであるが、 その代り 英語 は 更に やらな かつ 



いもので あつたが、 授 くると ころの 数学、 歴史、 地理 

などい う もの は、 皆 原書 を 用いて いた 位で あるから、 

なかなか 素養の ない 者に は、 非常に 骨が折れ たもので 

ある。 私 は 正則の 方 を 廃して から、 暫く、 約 一年 許リ 

こうじまち 

も麴 町の 二 松 学舎に 通って、 漢学 許り 専門に 習って 

いたが、 英語の 必要 II 英語 を 修めなければ 静止して 

いられぬ という 必要が、 日一日と 迫って 来た。 そこで 

前記の 成立 学舎に 入る ことにした。 

する 力た I 

この 成立 学舎と 云う の は、 駿河 台の 今の 曾 我 祐準さ 

んの 隣に 在った もので、 校舎と 云う の は、 それ は 随分 

きわ 

不潔な、 殺風景 極まる ものであった。 窓に は 戸がない 



から、 冬の 日な ど は 寒い 風が ヒ ュ ゥヒ ュ ゥと 吹き曝し、 

教場へ は 下駄 を 履いた まま 上がる という 風で、 教師な 

ど は 大抵 大学生が 学資 を 得る ために、 内職と して 勤め 

ている のが 多かった。 

でも、 当時 此の 塾 舎の 学生と して 居た 者で、 目今 有 

要な 地位 を 得て いる 者が 少 くない。 一寸 例 を 挙げて 

言って 見る と、 前の 長 崎 高等 商業学校 長 をして いた 

< まちと 

隈本有 尚、 故人の 日 高 真実、 実業家の 植村俊 平、 それ 

にいと ベ ほか 

から 新 渡 戸 博士 諸氏な どで、 此の 外に も 未だ ある だろ 

う。 隈本氏 は 其の 頃、 教師と 生徒との 中間 位のと ころ 

に 居た ように 思う。 又 新 渡 戸 博士 は、 既に 札幌農 学校 



く しま 

呉れた 方の 男 は、 可哀想に も 不首尾に 終って 了った。 

およ 

成立 学舎で は、 凡そ 一年 程 も 通った が、 その 翌年 大 

学 予備 門の 入学試験 を 受けて 見る と、 前い うたよう に 

ちょ. -っど 

うまく 及第した。 丁度 それが 十七 歳 頃で あつたと 思う。 

ちょ つと つい 

一寸 ここで、 此の頃の 予備 門に 就て 話して 置く が、 

始め 予備 門の 方の 年数が 四 力 年、 大学の 方が 四 力 年、 

都合 大学 を 出る までに は 八 年間 を 要する ことにな つ て 

いたが、 私の 入学す る 前後 は その 規定 は 変じて、 大学 



ま 

先ず 損した 方の 組で ある。 

ほと 

で、 私 は 此の 予備 門に 居る 頃 も 殆んど 勉強 はしな 

かった。 此の 当時 は 家から 通わずに、 神 田 猿 楽 町の 

或る 下宿屋に、 今の 南満 鉄道の 副 総裁 をして 居る、 

中村是 公と いう 男と 一 所に 下宿して いた ものであるが、 

きま 

朝 は 学校の 始業 時間が 定 つて 居る ので、 仕方なく 一定 

の 時間に は 起床した が、 夜 睡眠の 時間な ど は 千差万別 

ほと 

で、 殆んど 一 定 しなかった。 

矢張り、 此の頃 も 学科に 1 て 格別 得意と いう もの は 

なかった。 中に も 数学、 英語と 来て は 最も 苦しめられ 

た 方で あるが、 と 云って 勉強 もせずに 毎日々々 自由な 



落第と いう 運命に 立ち至 つ た。 

落第して 見る と 誰も 同じ こと、 さすがに 可い 気持 は 

まじめ 

せぬ。 それから は 前と 違って、 真面目に 勉強 もす るよ 

うにな つたが、 矢張り 人 普通の こと を やった までで、 

特別に 厳しい 勉強 を 続けた というの ではない。 

教場へ 出て いても 前と 異 つて、 ただ 非常に 注意して 

いわれる の を 聞く ようにし たと 云う 位の もので 

まじめ 

あった。 真面目に 勉強し、 学校に 出ても 真面目に 教師 

の いう こと を 注意して 聞く ように すれば、 然ぅ矢 鰭に 

苦しまな くと も、 普通なら やつ て ゆかれる ことと 思う _ 

だから、 私 は 仮令 真面目な 勉強 をす るよう になった 後 



これが 私の 教師と なった 始めで、 其 私塾 は 江 東 義塾 

と 云って 本 所に 在った。 或る 有志の 人達が 協同して 設 

けた ものであるが、 校舎 はや はり 今 考えて 見ても 随分 

不潔な 方の 部類であった。 

一 力 月 五 円と 云う と 誠に 少額で は あるが、 その 頃 は 

それで 不足な くやって 行けた。 塾の 寄宿舎に 入って い 

すな わ す 

たから、 舎費 即 ち 食糧 費と して は 月 一 一円で 済み、 予備 

門の 授業料と いえば 月 僅に 二十 五 銭 (尤も 一学 期 分 

ずつ 

宛 前納す る ことに はなって いたが) それに 書物 は 大抵 

学校で 貸し 与えた から、 格別 その 方に は 金 も 要らな 

ま 

かった。 先ず 此の 中から 湯銭の 少しも 引き去れば、 後 
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